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大田区立清水窪小学校 

 

清水窪小学校の教育目標 

○自然や友達を大切にする子ども 

○心身ともにたくましい子ども 

○よく考え、最後までやりぬく子ども 

令和５年 ２月号 

90周年記念展覧会ありがとうございました 

副校長 野中 一宏 

１月 20日（金）・21日（土）に、「開校 90周年記念展

覧会」を開催いたしました。今回は、平成 30 年度の実

施以来、保護者や地域の方にも作品をお寄せいただき、

大変すばらしい作品が集まりました。また、ＰＴＡ広報

誌「柏葉」のバックナンバーの展示もあり、昔の様子を

懐かしむ方もいらっしゃいました。開催日両日で、のべ

約 600人という多くの保護者・地域の皆様にお越しいた

だきました。多くの方が「素晴らしい展覧会ですね。」と

おっしゃってくださり、保護者アンケートでも児童の作

品のすばらしさや参観しやすさ等、多くのお褒めの言葉

をいただきました。展覧会へのご協力、本当にありがと

うございました。 

先日、１月 23 日（月）には、東京工業大学の「コマ

博士」こと山崎詩郎先生にお越しいただき、第３学年の

サイエンスコミュニケーション科「コマはかせになろ

う！」の授業をしていただきました。子どもたち一人一

人が試行錯誤しながら作った「長く回るコマ」を、「用意

スタート」で一斉に回し、回っていた時間順に床に並べ

ました。先生は「短い時間で倒れたコマも大切だよ。な

ぜなら、なぜ倒れたのかを調べることができる。また、

長く回ったコマも、なぜ長く回るのか分かれば、さらに

長い時間回るコマができるかもしれない。」と、話され、

長く回るコマの構造について、教えていただきました。 

また、４年生は、昨日、３年ぶりに東工大の研究室を

訪問させていただきました。今月は、３、５、６年生が

東工大研究室訪問を行います。最先端の科学を研究して

いる東京工業大学の雰囲気や施設を見せていただくだ

けでも、子どもたちにとっては、とても貴重な経験です

し、このことがきっかけで将来、科学者や科学的な仕事

への希望をもつ子がでてくるかもしれません。 

「サイエンスフェスティバルウィーク」が 14 日から

始まります。今年は、保護者や他学年児童が参観します。

子どもたちがＳＣ科を通して学んだことや考えたこと

を発表します。ぜひご参観いただき、ご質問やご感想を

子どもたちに伝えていただければ幸いです。 

 
 

◆郵便局振込み  

 今月は給食費（２・３月分）と教材費（３学期会計報告参

照）の引き落としが２月１３日(月)にありますので、１０（金）

までにご入金をお願いいたします。 

 

 

日 曜 行事予定 放課後 

1 水 学級の時間 午前授業 補習４５６年 ○ 

2 木 学級の時間 歯みがき検査４年フッ化物塗布 ○ 

3 金 読書タイム ○ 

4 土 土曜わくわくスクール（望遠鏡）  

5 日 校庭開放  

6 月 全校朝会 補習３年 ○ 

7 火 たてわり班遊び１～７班／読書８～１３班 ○ 

8 水 
安全指導 新１年生保護者会 

午前授業１２年 補習４５６年 
○ 

9 木 たてわり班遊び８～13 班／読書１～７班 ○ 

10 金 
卒業おめでとう集会準備 

社会科見学４年 
○ 

11 土 建国記念の日 校庭開放  

12 日 PTA焼き芋大会（雨天時は 19日）  

13 月 全校朝会 補習３年 ○ 

14 火 
スキルタイム 東工大研究室訪問５年 

サイエンスフェスティバルウィーク始 
○ 

15 水 
音楽朝会 避難訓練 午前授業 

補習４５６年 
○ 

16 木 
卒業おめでとう集会準備  B時程 

東工大研究室訪問６年 
○ 

17 金 
読み聞かせ B時程５校時授業（６年のみ

６校時授業） 
○ 

18 土 
土曜授業日 土曜補習教室３４５６年 

地域教育連絡協議会 
× 

19 日 
校庭開放（12日のＰＴＡ焼き芋大会が雨

天延期だった場合は、校庭開放中止） 
 

20 月 全校朝会 クラブ（３年見学） ○ 

21 火 
スキルタイム 学校保健委員会 

サイエンスフェスティバルウィーク終 
○ 

22 水 
卒業おめでとう集会準備 B 時程 

大田区小学生漢字検定 補習４５６年 
○ 

23 木 天皇誕生日  

24 金 卒業おめでとう集会 Ｂ時程５校時授業 ○ 

25 土 校庭開放 PTAサイエンスショー  

26 日 校庭開放  

27 月 全校朝会 委・代・た班長会議 補習３年 ○ 

28 火 スキルタイム 保護者会（高学年） ○ 

 

２月 学校行事予定 

研究だより 

今年のサイエンスフェスティバルは２月 14日（火）

から 21日（火）までの期間に学年別で実施します。 

サイエンスフェスティバルでは、各学年・学級で１

年間取り組んできたＳＣ科の学習をまとめ、自分た

ちの学びを発表します。子ども同士で発表を聞き合

い、質問や意見交換し合うことで、新たな発見をした

り疑問をもったりして、科学への興味・関心を高める

ことをねらいとしています。「科学大好き」な清水窪

の子どもたちが「もっと科学大好き」になるように、

この機会を充実させていきたいと思います。 



２月の生活目標 

「寒さに負けず元気に過ごしましょう」 

生活指導部  

寒さが厳しい時期を迎えていますが、子どもたちは

休み時間に元気いっぱいに外遊びをしています。外か

ら戻ったら、きちんと手洗い、うがいをするよう指導

しています。ご家庭でもお子様に声かけをお願いいた

します。冬は、空気が乾燥し、ウイルスが繁殖しやす

い時期です。学校では、マスクを確実に身に付け、換

気をして空気を入れ替えたりするとともに、下記の４

点を重点に指導していきます。 

○手洗いうがいをしっかりとする。 

〇室内の喚起をしっかりと行う。 

○外で元気に遊ぶ。 

○ポケットに手を入れて歩かない。 

 

漢字検定について 

国語主任  

大田区小学生漢字検定の第２回目が２月 22日(水)

の１校時に行われます。「国語力の基本となる漢字の

読み・書きの能力を身に付け、漢字に対する関心や認

識を深め、国語を尊重する態度を育てる」ことをねら

いとしています。受検級については、別紙にて配布し

ます。お子様の希望を考慮して、ご家庭で決めてご提

出ください。９月に引き続き、自分の選んだ目標に向

けて練習し、正しく漢字の読み書きができる力を伸ば

せるように指導しています。 

 

ジャイアンツ野球教室（４年） 

４年担任  

 

 

 

 

 

 

 

１月 13日（金）にジャイアンツ野球教室がありまし

た。ジャイアンツアカデミーのコーチをお招きしまし

た。子どもたちは、野球の基礎を習い、楽しく運動す

ることができました。学んだことを体育のティーボー

ルの学習で生かし、チームで作戦を工夫して試合を行

っています。 

 

クラブ活動・委員会 

特活部  

 特別活動として、４年生から６年生までの児童が、

委員会活動やクラブ活動に取り組んでいます。委員会

は、放送委員会や飼育委員会など 8 つの委員会があり

ます。委員会もクラブも６年生が中心となって進めて

います。委員会では、５、６年生が、分担して毎日仕

事をすることで、全校児童が学校生活を過ごしやすく 

なるようにしています。また、クラブ活動は、SC 科学

実験クラブや絵画工作クラブなど８つあり、どのクラ

ブもとても魅力的な内容を行っています。児童は、毎

回楽しみながら活動を行っています。 

3年生出前授業 「ようこそ！コマ博士！」 

東京工業大学 山崎 詩郎 先生 

３年担任  

 

 

 

 

 

 

      

 

  
 

 

 

 

 

 １月２３日（月）の２、３、４時間目に、東京工業

大学の山崎先生をお迎えし、それぞれのクラスで、長

く回るこまの秘密についてお話いただきました。 

 ５時間目には、ＣＤの円板にビー玉の軸をつけ、シ

ールでデコレーションしたオリジナルのこま作りを行 

いました。色とりどりのこまが回る姿に、子どもたち

からたくさんの歓声が上がりました。 

 

4年生社会科見学 

         4年担任  

２月 10 日（金）に砂町水再生センター（下水道）・

潮風公園（昼食）中央防波堤埋立処分場（ごみ処理）に

社会科見学に行きます。４年生で学習した生活に欠か

すことのできない水やごみ処理の仕組みについて理解

を深められる内容になっています。４年生最後の校外

学習になるので、見学マナーを守り、充実した見学に

なるよう事前の指導を行い、当日を迎えたいと思いま

す。ぜひ、見学で学んだことを実生活で生かしてほし

いです。 

 

サポートルームより     

 サポートルーム主任   

サポートルームは小池小学校を拠点校とし、清水窪

小学校,赤松小学校,洗足池小学校に教員が巡回して一

人一人の将来への自立に向けた指導を行っています。 

サポートルームでは小集団指導・個別指導という授

業形態をとっています。小集団指導では、学級や学年

の枠を超えてグループを組み、みんなで一つの目標を

達成するために、チームワークを高めるための工夫や

協力することの価値を学んでいきます。個別指導で

は、児童が自分自身と向き合い、自分の力を最大限に

発揮できるように自分に詳しくなったり自分に合っ

ている方法を一緒に見付けたりします。 

 自分の個性を認められ、他者の個性を尊重できる経

験を通して、社会の中で自他ともに大切にできる豊か

な心を育てていきたいと思います。 

 

 



 

 


